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こ
の
た
び
全
日
本
仏
教
会
か
ら
配
布
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
〈
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
に
つ
い
て
〉
に
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

今
回
作
成
し
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
色
で
輝
い
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
で
輝
き
、
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
を
仏
教
が
願
っ
て
い
る
こ
と
を
発
信
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
仏
教
の
『
一
切
の
生
き
と
し

生
け
る
も
の
は
皆
幸
せ
で
あ
れ
』
と
い
う
平
等
の
教
え
を
心
に
思
う
だ
け
で
な
く
、
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
輝
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
自
身
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た
西
村
宏
堂
師
（
浄
土
宗
僧

侶
）
は
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

阿
弥
陀
経
の
こ
ん
な
一
節
を
大
事
に
し
て
い
る
。

　
　
　
「
青
色
青
光　

黄
色
黄
光　

赤
色
赤
光　

白
色
白
光
」

　

�　

極
楽
で
は
、
青
色
の
蓮
の
花
は
青
く
光
る
。
黄
色
の
蓮
は
黄
色
く
光
る
。「
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
色
で
輝
い
て
い
る
か
ら
素
晴
ら
し
い
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　基
調
報
告

仏
性
を
問
う

─〈
心
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
生
き
て
ゆ
け
る
社
会
〉と
は
─

三

　原

　正

　資
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と
い
う
意
味
だ
。（『
毎
日
新
聞
』　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
日　
〈
個
性
を
彩
る　

メ
ー
ク
達
人
の
僧
侶
〉）

　

と
は
い
え
、
多
く
の
人
々
は
、
異
な
る
色
で
輝
く
こ
と
を
認
め
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。『
ダ
ラ
ス
の
赤
い
髪
』（
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
ケ
ン

ト　

ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫　

二
〇
一
九
）
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
女
性
刑
事
・
ベ
テ
ィ
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
物
語
で
す
が
、
彼
女
た
ち
を
見
る

人
々
の
偏
見
は
た
い
へ
ん
根
強
く
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

そ
の
店
員
は
、
私
た
ち
が
組
み
合
わ
せ
て
い
る
手
を
、
あ
た
か
も
交
尾
中
の
コ
ブ
ラ
で
も
見
る
か
の
よ
う
に
じ
っ
と
見
つ
め
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
第
一
五
回
蓮
如
賞
を
受
賞
し
た
『
宮
沢
賢
治
の
真
実
』（
今
野
勉　

新
潮
文
庫　

二
〇
二
〇
）
を
読
み
ま
し
た
。
同
書

の
〈
解
説
〉（
首
藤
淳
哉
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

賢
治
が
恋
い
焦
が
れ
た
相
手
は
、
同
性
だ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
叶
わ
な
か
っ
た
恋
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
て
い
く
。
思
い
を
寄
せ
る
人

か
ら
の
手
紙
に
胸
と
き
め
か
せ
る
賢
治
、
会
い
た
い
と
し
つ
こ
く
迫
る
賢
治
、
同
性
を
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
は
「
け
だ
も

の
」
だ
と
自
嘲
す
る
賢
治
‥
‥
。
恋
す
る
賢
治
は
と
て
も
生
々
し
い
。

　

私
は
賢
治
の
作
品
に
親
し
ん
で
半
世
紀
を
こ
え
ま
す
が
、
賢
治
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
自
然
の
こ

と
と
受
け
と
め
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
代
表
作
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
よ
く
知
ら
れ
た
シ
ー
ン
で
あ
る
主
人
公
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
親
友

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
印
象
的
な
別
離
は
、
同
性
の
友
人
へ
の
愛
を
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
か
ら
で
す
。
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101 仏性を問う─〈心を大切に守りながら生きてゆける社会〉とは─（三原）

　
�　

同
性
を
恋
う
人
間
を
妙
法
蓮
華
経
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
賢
治
は
懸
命
に
探
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

と
今
野
氏
は
考
え
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

�　
「
譬
喩
品
第
三
」
に
次
の
よ
う
な
釈
迦
の
言
葉
が
あ
る
。《
今
此
の
三
界
は　

皆
是
我
が
有
な
り　

其
の
中
の
衆
生
は　

悉
く
是
吾
が

子
な
り
》（
略
）
仏
の
子
に
区
別
は
な
い
ゆ
え
、
同
性
を
恋
う
る
者
も
ま
た
仏
の
子
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
『
法
華
経
』
は
こ
の
「
譬
喩
品
」
に
つ
づ
い
て
、「
薬
草
喩
品
第
五
」
で
は

　
　

我
一
切
を
観
る
こ
と　

普
く
み
な
平
等
に
し
て　

彼
此
愛
憎
の
心
あ
る
こ
と
な
し

　

と
説
き
、
授
記
す
な
わ
ち
成
仏
の
保
証
を
広
く
与
え
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
法
華
経
は
錯
綜
と
し
た
道
筋
を
描
く
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
ま
す
。「
安
楽
行
品
第
十
四
」
で
は
、
菩
薩
が
親
し
ん
で
は

な
ら
な
い
多
く
の
人
々
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。

　

�　

旃
陀
羅
及
び
豬
羊
鶏
狗
を
畜
い
畋
猟
漁
捕
す
る
諸
の
悪
律
儀
に
親
近
せ
ざ
れ
。（
略
）
女
人
の
身
に
於
て
能
く
欲
想
を
生
ず
る
相
を

取
っ
て
、
為
に
法
を
説
く
べ
か
ら
ず
、
亦
見
ん
と
楽
は
ざ
れ
。
若
し
佗
の
家
に
入
ら
ん
に
は
、
小
女
・
処
女
・
寡
女
等
と
共
に
語
ら
ざ

れ
。
亦
復
五
種
不
男
の
人
に
近
づ
い
て
以
て
親
厚
を
為
さ
ゞ
れ
。（『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』　

平
楽
寺
書
店　

一
九
六
二
）
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と
述
べ
、
彼
此
愛
憎
の
心
の
な
い
平
等
の
精
神
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
宮
沢
賢
治
は
「
安
楽
行
品
」
の
こ
の
一

節
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、
ひ
ろ
さ
ち
や
氏
は
「
安
楽
行
品
」
の
「
五
種
不
男
の
人
」
を
「
男
性
能

力
が
欠
如
し
て
い
る
と
さ
れ
る
、
男
で
あ
っ
て
男
で
は
な
い
五
種
類
の
人
」
と
訳
し
て
い
ま
す
（『
法
華
経　

日
本
語
訳
』　

佼
成
出
版
社

　

二
〇
一
五
）。

　

さ
ら
に
「
随
喜
功
徳
品
第
十
八
」
に
な
り
ま
す
と
、
法
華
経
信
受
の
功
徳
を
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
説
き
ま
す
。
で
は
、
い
わ
ゆ
る
真

読
で
読
誦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

阿
逸
多
。
若
復
有
人
語
餘
人
言
。
有
経
名
法
華
可
共
往
聴
。
即
受
其
教
乃
至
須
臾
間
聞
。
是
人
功
徳
轉
身
。
得
與
陀
羅
尼
菩
薩
共
生
一
處
。

利
根
智
慧
。
百
千
萬
世
終
不
瘖
瘂
。
口
氣
不
臭
。
舌
常
無
病
。
口
亦
無
病
。
歯
不
垢
黒
。
不
黄
不
踈
。
亦
不
缺
落
不
差
不
曲
。
脣
不
下
垂

亦
不
褰
縮
不
麤
澁
。
不
瘡
胗
亦
不
缺
壊
。
亦
不
喎
斜
。
不
厚
不
大
。
亦
不
黧
黒
。
無
諸
可
悪
。
鼻
不
匾
㔸
。
亦
不
曲
戾
。
面
色
不
黒
。
亦

不
狭
長
。
亦
不
窊
曲
。
無
有
一
切
不
可
喜
相
脣
舌
牙
歯
悉
皆
厳
好
。
鼻
修
高
直
面
貌
圓
満
。
眉
高
而
長
額
廣
平
正
。
人
相
具
足
世
世
所
生
。

見
佛
聞
法
信
受
教
誨
。
阿
逸
多
。
汝
且
観
是
勧
於
一
人
令
往
聴
法
功
徳
如
此
。
何
況
一
心
聴
説
讀
誦
。
而
於
大
衆
為
人
分
別
如
説
修
行
。

�

（
前
掲
『
法
華
経
開
結
』）

　

伝
統
的
な
真
読
で
読
み
ま
す
と
、
実
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
ル
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
遠
藤
周
作
氏
は
、
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い
る
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』

（
単
行
本
は
一
九
七
三
年
、
現
在
は
新
潮
文
庫
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

�　

イ
エ
ス
の
生
涯
を
語
る
聖
書
で
さ
え
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
彼
の
外
貌
に
ふ
れ
て
は
い
な
い
。
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103 仏性を問う─〈心を大切に守りながら生きてゆける社会〉とは─（三原）

　
『
芸
術
新
潮
一
一
月
号
』（
二
〇
二
一
）
に
は
、
聖
母
マ
リ
ア
像
に
つ
い
て
宮
下
規
久
朗
氏
（
神
戸
大
学
教
授
）
は
次
の
よ
う
に
解
説
し

て
い
ま
す
。

　

�　

聖
母
信
仰
は
世
界
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
土
地
や
時
代
の
理
想
の
美
人
像
で
も
あ
り
ま
す
。〈
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
お
母
さ
ん
が
好

き
！
で
も
っ
て
、
美
人
も
好
き
！
〉
日
本
の
聖
母
は
観
音
様
で
す
ね
。

　

同
じ
よ
う
に
、
こ
の
「
随
喜
功
徳
品
」
の
一
節
に
は
『
法
華
経
』
が
生
ま
れ
た
土
地
や
時
代
の
人
々
が
理
想
と
し
た
人
間
像
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

久
保
田
正
文
師
（
一
八
九
六
─
二
〇
〇
一
）
は
『
法
華
経
新
講
』（
大
法
輪
閣　

一
九
六
一
）
で
、
こ
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
解
説
し

て
い
ま
す
。

　

�　
「（
略
）
す
べ
て
の
人
の
嫌
う
よ
う
な
姿
を
得
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
」　

こ
れ
は
、
心
に
正
し
い
教
え
を
持
っ
て
い
ま
す
と
、
そ

れ
が
お
の
ず
か
ら
身
体
に
現
れ
る
こ
と
で
、
法
身
が
色
身
に
現
ず
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ひ
ろ
さ
ち
や
氏
は
、
こ
の
「
随
喜
功
徳
品
」
の
一
節
を
前
掲
書
『
法
華
経　

日
本
語
訳
』
に
次
の
よ
う
に
現
代
語
訳
し
て
い
ま
す
。

　

�　

脣
は
垂
れ
下
が
っ
た
り
、
ま
く
れ
上
が
っ
て
ち
ぢ
こ
ま
る
こ
と
な
く
、（
略
）
鼻
に
し
て
も
低
く
て
団
子
鼻
、
曲
が
っ
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
し
、
顔
の
色
も
黒
く
な
く
、
細
く
て
長
い
、
窪
ん
で
曲
が
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、
好
ま
し
く
な
い
所

は
皆
無
で
あ
る
。
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「
随
喜
功
徳
品
」
の
一
節
は
、
今
日
で
は
人
を
外
見
で
差
別
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
ル
ッ
キ
ズ
ム
（
外
見
至
上
主
義
）
と
言
わ
れ
か
ね

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
に
は
特
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

面
色
黒
か
ら
ず
、（
略
）
一
切
の
喜
ふ
べ
か
ら
ざ
る
相
あ
る
こ
と
な
け
ん
。（
前
掲
『
法
華
経
並
開
結
』）

『
法
華
経
』
の
開
経
と
さ
れ
る
『
無
量
義
経
』「
徳
行
品
第
一
」
に
は

　

�　

大
い
な
る
哉
大
悟
大
聖
主
（
略
）
其
の
身
は
有
に
非
ず
亦
無
に
非
ず
、
因
に
非
ず
縁
に
非
ず
（
略
）
青
に
非
ず
黄
に
非
ず
赤
白
に
非

ず
（
略
）
戒
・
定
・
慧
・
解
・
知
見
よ
り
生
じ
、（
略
）
衆
生
善
業
の
因
縁
よ
り
出
で
た
り
。（
前
掲
『
法
華
経
並
開
結
』）

　

と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
一
節
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、「
随
喜
功
徳
品
」
で
は
、『
無
量
義
経
』
と
は
異
な
り
、
空
・
平
等
の
精
神
か
ら
離
れ
た
か
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
ン
が
支
配
し
た
カ
ー
ス
ト
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
説
得
力
を
も
っ
て
い
た
と
し
か
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
橋
爪
大
三
郎
氏
の
「
宗
教
は
社
会
構
造
で
あ
る
」（『
世
界
が
わ
か
る
宗
教
社
会
学
入
門
』　

ち
く
ま
文
庫　

二
〇
〇
六
）
と

い
う
こ
と
ば
を
、
思
い
出
し
ま
す
。

　

こ
の
「
面
色
不
黒
」
の
一
節
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
（
黒
人
の
命
も
大
切
だ
）」
の
声
が
全
世
界
で
共
感
さ
れ
る
現
代

社
会
で
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
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105 仏性を問う─〈心を大切に守りながら生きてゆける社会〉とは─（三原）

「
面
色
不
黒
（
略
）
無
有
一
切
不
可
喜
相
」
と
説
く
部
分
に
対
応
す
る
『
法
華
経
』
の
い
く
つ
か
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
か
ら
の
日

本
語
訳
、
英
訳
（T

he�Lotus�Sutra

）
そ
し
て
、
現
代
日
本
語
訳
の
該
当
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

顔
が
黒
く
な
っ
た
り
、
人
に
不
快
を
与
え
る
顔
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。

（『
法
華
経
』
下　

坂
本
幸
男
、
岩
本
裕
訳
注　

岩
波
文
庫　

一
九
六
七
）

　

そ
の
人
は
、
長
い
間
、
歪
ん
だ
顔
、
黒
い
顔
、
酷
い
顔
を
持
つ
こ
と
も
な
い
の
だ
。

　
（『
法
華
経
』
下　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
現
代
語
訳　

植
木
雅
俊
訳　

岩
波
書
店　

二
〇
一
五
）

H
is�face�w

ill�not�be�black,long,distorted�or�displeasing.

（Senchu�M
urano�1974

）

H
is�face�w

ill�not�be�sw
arthy,nor�w

ill�it�be�long�and�narrow
,or�sunken�and�distorted.

（Burton�W
atson�1993

）

T
hey�w

ill�never�be�dark�com
plexioned,

…�T
hey�w

ill�have�no�m
ark�w

hich�is�displeasing�to�others.

（K
ubo�T

sugunari�and�Y
uyam

a�A
kira.�N

um
ata�Center�1993

）

T
heir�faces�w

ill�not�be�dark�

…T
here�w

ill�be�nothing�unpleasing�about�them
.
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（Gene�Reeves�2008

）

　

顔
の
色
は
黒
く
な
り
ま
せ
ん
…

　
（『
現
代
日
本
語
訳　

法
華
経
』　

正
木
晃　

春
秋
社　

二
〇
一
五
）

　

顔
の
色
は
黒
く
な
く
…
あ
ら
ゆ
る
好
ま
し
い
相
を
そ
な
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
（『
新
解
釈
現
代
語
訳　

法
華
経
』　

石
原
慎
太
郎　

幻
冬
舎　

二
〇
二
〇
）

　

こ
の
よ
う
に
多
数
の
各
種
現
代
語
訳
本
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
法
華
経
の
内
容
が
多
く
の
人
々
に
明
確
に
伝
わ
る
時
代
で

あ
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

五
木
寛
之
氏
は
、『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
一
日
）
の
池
上
彰
氏
と
の
対
談
〈
こ
れ
聞
い
て
い
い
で
す
か
？
〉
の
中
で
、

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
偏
見
）」
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

ア
フ
リ
カ
系
米
国
人
の
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
だ
っ
た
カ
シ
ア
ス
・
ク
レ
イ
さ
ん
（
一
九
四
二
〜
二
〇
一
六
）
と
対
談
し
た
と
き
、
彼
は

「
言
葉
の
問
題
」
と
語
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
怪
し
げ
な
闇
市
を
意
味
す
る
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
指
名

手
配
、、
ブ
ラ
ッ
ク
メ
ー
ル
は
脅
迫
状
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
。
生
活
の
中
に
「
黒
は
悪
」
と
の
観
念
が
あ
っ
て
、
そ
の
言
葉
を
み
ん

な
が
使
っ
て
い
る
限
り
、
自
分
た
ち
は
絶
望
的
だ
と

　
『
法
華
経
』
は
以
後
の
各
品
で
、
改
め
て
平
等
の
精
神
を
強
く
主
張
し
ま
す
。
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「
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
」
で
は
、
常
不
軽
菩
薩
が
「
我
深
く
汝
等
を
敬
ふ
、
敢
て
軽
慢
せ
ず
」
等
と
人
々
に
語
り
か
け
ま
す
。「
不
敢

軽
慢
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
大
衆
を
軽
慢
（「
軽
ん
じ
た
り
見
下
げ
る
よ
う
な
こ
と
」　

前
掲
ひ
ろ
さ
ち
や
訳
）
し
た
事
実
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。「
安
楽
行
品
第
十
四
」
や
「
随
喜
功
徳
品
第
十
八
」
の
教
説
を
念
頭
に
お
い
た
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
」
で
は
明
ら
か
に
教
説
が
変
化
し
、
浄
光
荘
厳
世
界
の
浄
華
宿
王
智
仏
は
、「
端
正
」「
殊
妙
」
な
妙
音
菩
薩
に

次
の
よ
う
に
忠
告
し
ま
す
。「
汝
、
彼
の
国
（
娑
婆
世
界
）
を
軽
し
め
て
、
下
劣
の
想
を
生
ず
る
こ
と
な
か
れ
」
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼

ら
の
身
体
は
「
卑
小
」
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
す
。
人
々
を
「
下
劣
」「
卑
小
」
と
見
た
こ
と
は
「
安
楽
行
品
」
等
と
同
じ
で
す
が

…
…
。
ま
た
、
妙
音
菩
薩
は
、
現
一
切
色
身
三
昧
に
住
し
て
「
王
の
後
宮
に
於
て
は
、
変
じ
て
女
身
と
な
っ
て
是
の
経
を
説
く
」
と
い
い

ま
す
。
性
自
認
は
男
性
の
女
性
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
菩
薩
が
モ
デ
ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
壮
大
な
法
華
経
虚
空
会
の
展
開
の
過
程
の
一
隅
で
、
こ
の
よ
う
に
平
等
と
差
別
、
理
想
と
現
実
の
対
立
と
克
服
が
語
ら
れ
る
こ

と
は
、
娑
婆
世
界
に
浄
土
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
る
法
華
経
の
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

池
上
氏
と
の
対
談
の
中
で
、
五
木
氏
は
次
の
よ
う
に
慨
嘆
し
て
い
ま
す
。

　

�　

世
の
中
と
い
う
の
は
正
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
い
つ
も
常
に
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
き
れ
い
ご
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
ね
。（『
毎
日
新
聞
』　

二
〇
二
一
年
一
一
月
二
一
日
）

　

鎌
倉
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、『
法
華
経
』
は
「
金
口
の
直
説
」
で
し
た
。
疑
問
を
抱
き
批
判
す
る
こ
と
は
稀
で
し
た
。
宗
祖
は

「
安
楽
行
品
」
や
「
随
喜
功
徳
品
」
の
教
説
と
自
身
の
出
自
や
環
境
の
現
実
と
を
比
べ
て
、
ど
う
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。『
開
目

抄
』
で
は
「
随
喜
功
徳
品
」
を
引
用
す
る
こ
と
こ
そ
し
ま
せ
ん
が
、『
般
泥
洹
経
』
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
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�　

一
一
の
句
を
我
が
身
に
あ
わ
せ
ん
。（
略
）
或
は
形
状
醜
陋
。
又
云
く
衣
服
不
足
。
予
が
身
也
。（
略
）
生
貧
賤
家
。
予
が
身
也
。
或

遭
王
難
等
。（
略
）（
定
遺
六
〇
二
頁
）

　
「
予
が
身
也
」
と
い
う
言
葉
に
、
宗
祖
の
苦
悩
を
読
み
取
る
べ
き
で
し
ょ
う
。「
い
づ
こ
か
ら
来
た
か
も
わ
か
ら
な
い
無
智
な
修
行
者
」

と
人
々
に
よ
っ
て
蔑
ま
れ
た
常
不
軽
菩
薩
に
自
己
を
重
ね
共
感
し
て
い
く
の
は
、
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。
常
不
軽
菩
薩
自
身
が
「
軽

慢
」
さ
れ
た
人
々
の
一
人
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

宗
祖
は
、
こ
の
常
不
軽
菩
薩
に
つ
い
て
『
観
心
本
尊
抄
』
の
中
で

　
　

不
軽
菩
薩
は
所
見
の
人
に
於
て
仏
身
を
見
る
。（
定
遺
七
〇
六
頁
）

　

と
語
り
ま
す
。
常
不
軽
菩
薩
は
、
彼
を
罵
っ
た
「
歪
ん
だ
顔
、
黒
い
顔
、
酷
い
顔
」（
植
木
雅
俊
訳　

前
掲
書
）
に
も
仏
身
を
見
た
の

で
す
。

　

�　

法
華
経
の
修
行
の
肝
心
は
不
軽
品
に
て
候
な
り
。
不
軽
菩
薩
の
人
を
敬
ひ
し
は
い
か
な
る
事
ぞ
。
教
主
釈
尊
の
出
世
の
本
懐
は
人
の

振
舞
に
て
候
け
る
ぞ
。（『
崇
峻
天
皇
御
書
』　

定
遺
一
三
九
七
頁
）

　

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
、
た
と
え
「
歪
ん
だ
顔
、
黒
い
顔
、
酷
い
顔
」
に
生
ま
れ
よ
う
と
も
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ア
ン
コ

ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
に
よ
る
見
方
な
の
で
す
が
、
私
た
ち
は
行
い
に
よ
っ
て
仏
に
な
る
の
で
す
。
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
を
離
れ
る

こ
と
は
「
信
仰
の
寸
心
を
改
め
る
」（『
立
正
安
国
論
』　

定
遺
二
二
六
頁
）
こ
と
で
あ
り
、
心
（
受
、
想
、
行
、
識
）
を
見
つ
め
る
仏
教
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の
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
（『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
五
号
所
収　

拙
稿
「
私
た
ち
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」　

二

〇
二
一
）。

　

宗
祖
は
、
ご
自
身
に
つ
い
て
率
直
に
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
　

日
蓮
は
（
略
）
安
房
の
国
海
辺
の
旃
陀
羅
が
子
也
。（『
佐
渡
御
勘
気
鈔
』　

定
遺
五
一
一
頁
）

　
　

辺
土
に
生
を
う
く
。
其
上
へ
下
賎
、
其
上
へ
貧
道
の
身
な
り
。（『
開
目
抄
』　

定
遺
五
五
六
頁
）

　
　

日
蓮
今
生
に
は
貧
窮
下
賎
の
者
と
生
れ
、
旃
陀
羅
（
漁
者
）
が
家
よ
り
出
た
り
。（『
佐
渡
御
書
』
定
遺
六
一
四
頁
）

　

正
像
二
千
年
の
大
王
よ
り
も
、
後
世
を
を
も
は
ん
人
々
は
、
末
法
の
今
の
民
に
て
こ
そ
あ
る
べ
け
れ
。
か
の
天
台
座
主
よ
り
も
南
無

妙
法
蓮
華
経
と
唱
る
癩
人
と
は
な
る
べ
し
。（『
撰
時
抄
』　

定
遺
一
〇
〇
九
頁
）

　

こ
の
六
月
に
歌
舞
伎
座
で
『
日
蓮
』
を
観
た
と
き
、
狂
女
お
ど
ろ
の
シ
ー
ン
で
は
、
こ
の
『
撰
時
抄
』
の
一
節
が
心
に
浮
か
ん
だ
も
の

で
す
。
な
お
、
宗
祖
は
承
久
の
戦
を
起
こ
し
た
北
条
義
時
を
「
伊
豆
の
国
の
民
」（
定
遺
一
八
八
七
頁
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
日
蓮
聖
人
の
切
実
な
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
貴
族
や
上
級
武
士
に
よ
っ
て
尊
崇
さ
れ
た
法
華
経
は
庶
民
の
信
仰
の
対
象
と
な

っ
た
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
は
平
等
に
仏
性
を
も
つ
と
い
う
法
華
経
が
「
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
」
の
も
と
に
、
そ
し
て

「
卑
小
」
な
も
の
の
一
人
で
あ
る
私
の
も
と
に
、
初
め
て
届
き
、
名
実
と
も
に
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト

と
し
て
の
『
法
華
経
』
で
す
が
、
同
時
に
、
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
〈
法
華
経
〉
で
も
あ
り
ま
す
。（『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
一
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号
所
収　

拙
稿
「
法
華
経
は
現
代
の
私
た
ち
の
物
語
」　

二
〇
一
七
）。

　
　

当
世
の
法
華
経
の
行
者
と
し
て
仏
語
を
実
語
と
せ
ん
。（『
開
目
抄
』　

定
遺
五
九
九
頁
）

　

と
い
う
こ
と
ば
は
、
聖
人
が
テ
キ
ス
ト
が
帯
び
て
い
る
歴
史
的
制
約
を
超
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
弘
夫
氏
は
『
日
蓮
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
〇
三
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

�　

日
蓮
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
た
だ
一
点
、
正
し
い
信
仰
を
た
も
つ
か
否
か
だ
っ
た
。
法
華
経
の
前
で
は
、
性
差
や
身
分
の
区
別
な

ど
は
な
ん
ら
本
質
的
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
を
は
じ
め
「
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
で
輝
き
、
幸
せ
に
生
き
る
」
力

を
『
法
華
経
』
と
日
蓮
聖
人
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
宮
沢
賢
治
は
晩
年
に
、
後
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
詩
を
残
し
ま
し
た
。

　
　

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ー
ト
ヨ
バ
レ
／
ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ
／
ク
ニ
モ
サ
レ
ズ
／
サ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ
／
ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ

　

と
い
う
一
節
に
は
、
常
不
軽
菩
薩
へ
の
思
い
と
、
賢
治
の
心
の
屈
折
が
滲
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
脳
科
学
は
私
た
ち
の
性
差
は
モ
ザ
イ
ク
模
様
で
、
人
類
は
中
性
化
に
向
か
っ
て
い
る
と
明
か
し
て
い
ま
す
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」　

二
〇
二
一
年
一
一
月
三
日
）。
す
な
わ
ち
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
は
「
自
然
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
）」
あ
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る
い
は
「
生
命
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
率
直
に
そ
の
事
実
を
認
め
る
べ
き
で
す
。
こ
と
さ
ら
に
「
寛
容
の
精
神
」
の
対
象
と
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

最
後
に
、
人
種
差
別
に
反
対
し
た
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
作
家
ジ
ョ
ン
・
オ
カ
ダ
氏
（
一
九
二
三
〜
）
の
小
説
『
ノ
ー
・
ノ
ー
・
ボ
ー

イ
』
の
一
節
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。「
ノ
ー
・
ノ
ー
・
ボ
ー
イ
」
と
は
、
戦
時
中
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
に
て
、
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て

い
た
日
系
人
の
う
ち
、
合
衆
国
へ
の
忠
誠
を
問
う
二
つ
の
質
問
に
対
し
て
「
ノ
ー
」
と
い
っ
た
人
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

�　
（
天
国
へ
の
）
旅
立
ち
に
乾
杯
し
て
く
れ
。
そ
こ
に
は
ジ
ャ
ッ
プ
と
か
チ
ン
ク
と
か
ユ
ダ
公
と
か
ポ
ー
公
と
か
黒
ん
ぼ
と
か
フ
ラ
ン

ス
野
郎
と
か
の
区
別
が
な
き
ゃ
い
い
な
。
み
ん
な
た
だ
の
人
間
、
っ
て
い
う
の
が
い
い
な
。（『
毎
日
新
聞
』〈
特
集
ワ
イ
ド
〉　

二
〇
二

一
年
五
月
九
日
）

　

私
た
ち
は
「
分
別
」
し
、
差
別
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
し
か
し
オ
カ
ダ
氏
は
、
多
様
性
が
そ
の
ま
ま
肯
定
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
同
じ
よ
う
に
私
た
ち
は
、
人
種
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
、
い
か
な
る
個
性
の
違
い
を
も
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
差
別
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
「
み
ん
な
た
だ
の
人
間
」
と
い
う
世
界
、「
心
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
生
き
て
ゆ
け
る
社
会
」（
二
〇
二

一
年
一
〇
月
一
六
日　

小
室
眞
子
さ
ん　

結
婚
記
者
会
見
の
発
言
）
の
実
現
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
タ
イ
ト
ル
の
〈
仏
性
を
問
う
〉
は
、
蓑
輪
顕
量
先
生
が
著
書
『
日
本
仏
教
史
』（
春
秋
社　

二
〇
一
五
）
の
中
で
、「
い
の
ち
に

合
掌
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
日
蓮
宗
の
宗
門
運
動
を
「
仏
性
思
想
を
問
い
直
す
運
動
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
私
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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